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http://www.minamih.net/ 5 年生 JA 東京カップ 1 次リーグ
10 月 11 日（月･祝）文化大 G
5 年生最大の大会です。12 ブロック(八王子と日野)で
3 位までに入れば、中央大会に進めます。この日は 1
次リーグの 3 試合を行いました。そのレポートです。
○チームのめあて
守備：すばやいアプローチで相手がトラップした瞬間
にボールを奪い取る
攻撃：サイドチェンジ・コンビネーションプレー
その他
・アジリティを発揮する
以上が選手同士で話し合い決めたものです。

１０・１０・２３（土） コーチからは・バランスを保つ・コミュニケーショ
南ＮＥＷＳ ＮＯ３９ ン・5 つ観る をしっかりやり、絶対に勝つぞと檄を

飛ばして送り出しました。
○南八王子 5 － 1 平山 前半 2 － 0 得点者：工藤君 2、吉田君 2、加藤君
緊張の 1 試合目ですが、なんと前半開始直後、FW 工藤君がゴール前に持ち込

み、右足を一振り。見事ゴールに突き刺さります。大きな先制点が入り、ペース
をつかみます。4 分、工藤君が右サイドを突破、鋭いグランダーのクロスをゴー
ル前に入れると中央に走りこんだ MF 加藤君が左足のダイレクトシュート。追加
点を奪います。その後も DF 林君と MF 小沢君のワンツーなどリズムよく攻めま
す。
後半も開始直後、加藤君からのショートパスを DF 中野君がシュートに結びつ

け、攻撃的な姿勢を崩しません。1 分、工藤君がオーバーラップした MF 吉田君
へパス。吉田君が細かいボールタッチで DF をかわしてシュート。3-0 と突き放し
ます。8 分、DF 井上君が高い位置を保ち、相手ゴール前のこぼれ球をちゅうちょ
なくシュート。少し枠から外れますが、ファアで林君がスライディングで詰めま
す。点にはなりませんが、好プレーで盛り立てます。しかし、9 分に相手コーナ
ーキックから失点。競り合いもなくあっけなく取られたいやな失点ですが、流れ
を離さず、再び攻撃に移ります。12 分、15 分、いずれも加藤君からのスルーパス
に吉田君、工藤君が抜け出し GK をよく見て確実にゴールを決めます。結果 5-1
で初戦をものにしました。

○南八王子 3 － 0 南陽台 前半 0 － 0 得点者：小沢君、工藤君 2
2 試合目。1 次リーグ最大の山場。両チームともに初戦を勝っており、この試合

に勝利した方が勝ちあがりに大きく近づきます。
前半 4 分、GK 牛窪君のパントキックから FW 工藤君が抜け出しシュート。バ

ーの上を越えます。11 分、MF 加藤君が V 字で一人かわしてミドルシュート。12
分、MF 吉田君のクロスを逆サイドの MF 荻沢君がファアで飛び込んで惜しいシ
ュート。前半は相手チームの攻めをたびたび受けるシーンもありましたが、DF
中野君、井上君、林君が GAMBA り粘り強く守ります。一進一退の攻防を繰り広
げ、緊迫した展開で 0-0 のまま終えます。
しかし、後半交代で入った MF 小沢君が流れを変える大仕事をします。2 分、

加藤君がバイタルエリアでボールキープ。左サイドから小沢君がタイミングよく
駆け上がり、ボールを呼び込む大きな声をかけます。加藤君からパスを受けると
そのままの勢いでゴール前に侵入し、見事先制ゴールを突き刺します！ここから
この先制点を奪った勢いと豊富な運動量を活かし一気にペースをつかんでいきま
す。13 分、17 分と DF 井上君が FW 工藤君の動きをよく見て、ロングパスを通し
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ます。このボールを工藤君が確実に決めて、3-0 と大きくリードを広げます。最
後、相手チームの反撃を受けますが、DF がスライディングで防ぎ、ゴール近く
であびた強烈なシュートを GK 牛窪君がスーパーセーブ！無失点で試合を終え、
会心の勝利を手にしました。
この重要な試合では 1 試合目より声が出て、コーチングもできてきました。特

に後半は全員が集中したナイスゲームでした。攻守において大活躍の井上君はよ
く走りオーバーラップを繰り返していました。周りが観えるようになってきたこ
と、自分の得意なプレー（=V 字でかわす）に自信を持っていることも手伝い、
毎試合のようにいいパフォーマンスが出せるようになりました。

○南八王子 2 － 0 豊田 前半 1 － 0 加藤君、工藤君
3 試合目。この試合に勝つか引き分けで勝ち上がりが決定します。選手たちは

染谷コーチから｢全力で！絶対に勝つ！｣と声をかけられ、のぞみます。
前半 2 分、コーナーキックのチャンスで DF 林君のシュート。これはゴールに

なりませんが、続く 4 分、スローインを受けた MF 加藤君がワントラップシュー
ト。GK の正面でしたが、後逸してしまいゴールイン。1-0 と先制します。6 分、
中盤でダイレクトパスが入り、右サイドに出たボールを MF 吉田君がフリーで受
け、ドリブルからクロスを入れると林君のシュートに結びつく、流れるような攻
めが出ます。10 分にも DF ラインからショートパスで FW 工藤君までつなぎ、最
後吉田君がシュート。14 分に工藤君もシュートを放ちますが、追加点はなく、1
点リードで前半終了。
後半も 1 分の MF 小沢君のシュートを皮切りに攻めに行きます。加藤君、MF 矢

久保君、工藤君が次々シュートしますが、ゴールを奪うまで行きません。ようや
く 17 分に追加点が入ります。加藤君、林君、工藤君とテンポよくパスがつながり、
工藤君が GK をよく見てゴールに流し込みます。2-0 と突き放し、
相手チームには反撃の隙を与えず、無失点でゲームを終えます。
大一番を終えての試合は難しい試合となるものですが、まさに

そういう試合となりました。前の試合とは明らかに漂う緊張感が
違いました。しかし、それでも勝って 2 次リーグ進出を決めたこ
とは地力がついたともいえるでしょう。

3 試 合 を 振 り 返 っ て 、 バ ラ ン ス を よ く 保 っ て 試 合 を 進
め る こ と が で き て い た と 思 い ま す 。 ま た 、 よ く 走 る チ
ー ム に な っ て き ま し た 。 相 手 よ り 走 れ る っ て 、 大 き な
ア ド バ ン テ ー ジ で す 。 更 に 走 力 、 運 動 量 の ア ッ プ を 目
指 し 、 武 器 の 一 つ に し た い で す ね 。
武 器 と い え ば ド リ ブ ル ！ と 言 い た い と こ ろ で す が 、 こ

の 試 合 を 見 る 限 り そ う 言 え る よ う な 場 面 は あ り ま せ ん
で し た 。 も っ と も っ と 足 裏 を 使 い 、 ア ウ ト サ イ ド を 使
い 、 フ ェ イ ン ト を 使 い 、 相 手 に 奪 わ れ る こ と な く 、 ほ
ん ろ う し 抜 き 去 る ド リ ブ ル を 身 に つ け て 欲 し い で す 。

2 4 日 の 2 次 リ ー グ 、 勝 ち あ が れ ば そ の 先 3 1 日 の 決 勝 リ
ー グ ま で 期 間 は わ ず か な も の で す が 、 日 々 の 個 人 練
習 、 週 末 の チ ー ム 練 習 、 水 金 の 平 日 練 習 で 、 個 人 と チ
ー ム の 力 を 少 し で も 伸 ば し て 、 全 力 で 臨 み ま し ょ
う ！ ！
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